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一　

は
じ
め
に

日
本
民
法
は
、
自
ら
親
権
又
は
未
成
年
後
見
に
服
す
る
未
成
年
者
の
親
権
行
使
を
認
め
ず
、
当
該
未
成
年
者
の
親
権
者
又
は
未
成
年
後

見
人
が
そ
の
親
権
を
代
わ
り
に
行
使
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
（
八
三
三
条
、
八
六
七
条
一
項
：
親
権
の
代
行
）。
戦
後
の
民
法
改
正
に
よ
っ
て
、

成
年
擬
制
（
七
五
三
条
）
が
導
入
さ
れ
た
後
は
、
二
〇
歳
未
満
の
父
母
で
あ
っ
て
も
、
婚
姻
す
れ
ば
成
年
に
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、

自
己
の
子
に
対
す
る
完
全
な
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
行
法
に
お
い
て
親
権
の
代
行
が
問
題
に
な
る
の
は
、
未



三
二

成
年
者
が
婚
姻
外
で
子
を
も
う
け
た
場
合
、
と
り
わ
け
未
成
年
の
女
性
が
婚
姻
外
で
子
を
出
産
し
た
場
合
で
あ
る
（
親
権
代
行
制
度
の
も
と

で
親
権
を
代
行
さ
れ
る
未
成
年
者
を
以
下
で
は
「
未
成
年
親
権
者
」
と
よ
ぶ
）。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
現
行
の
親
権
代
行
制
度
は
、
非
嫡
出
子

の
親
権
に
関
連
し
た
制
度
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

未
成
年
親
権
者
の
親
権
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
当
該
未
成
年
親
権
者
に
代
わ
っ
て
親
権
を
行
使
す
る
親
権
代
行
制
度
は
、
確
か
に
一

見
す
る
と
合
理
的
な
制
度
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
制
度
に
対
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
理
論
的
・
実
際
的
な
問
題

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
親
権
の
代
行
の
際
に
、親
権
を
代
行
す
る
親
権
者
及
び
未
成
年
後
見
人（
以
下
で
は
、あ
わ
せ
て「
親
権
代
行
者
」

と
い
う
）
は
、
ど
の
よ
う
な
権
限
を
有
し
、
ど
の
範
囲
で
親
権
を
代
行
す
る
の
か
。
ま
ず
は
、
親
権
代
行
制
度
の
基
本
構
造
が
明
ら
か
に

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
権
代
行
制
度
の
基
本
構
造
に
も
関
連
し
か
つ
よ
り
深
刻
な
問
題
を
生
じ
る
の
は
、
未
成
年
親
権
者
自
身
が

婚
姻
外
で
生
ま
れ
た
子
を
実
際
に
監
護
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
監
護
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
）
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に

お
い
て
、
未
成
年
親
権
者
は
、
ど
の
よ
う
な
権
限
に
基
づ
い
て
子
を
監
護
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
。
未
成
年
親
権
者
に
は
固
有

の
監
護
権
限
が
帰
属
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
親
権
代
行
者
か
ら
法
的
な
権
限
を
付
与
さ
れ
て
は
じ
め
て
自
己
の
子
を
監
護
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
か
。
こ
の
実
際
的
な
問
題
に
も
ま
た
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
親
権
代
行
制
度
が
現
行
法
上
問
題
と
な
る
の
は
、
未
成
年
者
が
婚
姻
外
で
子
を
も
う
け
た
場
合
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
は
じ
め
に
、
未
成
年
者
の
婚
外
出
産
の
状
況
の
一
端
を
統
計
的
な
数
値
か
ら
明
ら

か
に
し
て
お
こ
う
。
図
1
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
人
口
動
態
統
計
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
二
〇
歳
未
満
の
母
の
出
産

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
出
生
子
数
は
毎
年
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
二
〇
歳
未
満
の
母
が
出
産
し
た
子
の
総
数

も
、
二
〇
〇
二
年
の
二
一
、四
〇
一
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
は
一
二
、七
七
〇
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
全
出
生
数
に
占
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め
る
二
〇
歳
未
満
の
母
に
よ
る
出

生
数
の
割
合
は
、
一
・
二
％
か
ら

一
・
九
％
の
間
に
分
散
し
て
お
り
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ

な
い
も
の
の
、
こ
の
数
値
も
や
は

り
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
え

る
。
二
〇
歳
未
満
の
母
が
出
産
す

る
子
の
数
は
、
こ
こ
二
〇
年
の
間

に
全
体
と
し
て
み
れ
ば
減
少
し
た

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

よ
り
注
目
す
べ
き
変
化
は
、
二
〇

歳
未
満
の
母
が
婚
姻
外
で
出
産
し

0

0

0

0

0

0

0

た
子
を
め
ぐ
る
状
況

0

0

0

0

0

0

0

0

に
あ
る
。
非

嫡
出
子
の
全
体
的
な
出
生
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
二
〇
歳
未

満
の
母
が
婚
姻
外
で
生
ん
だ
子
の

数
も
、
一
九
九
三
年
の
一
、六
八
七

図１　日本における20歳未満の母の出産

①出生総数 ②母の年齢
20 歳未満

全 出 生 数 に
占める （0 歳
未 満 の 母 の

母の割合
（②／①）

非嫡出子
（0 歳 未 満 の
母の出生数に
占める非嫡出

子の割合
（④／②）

③非嫡出子
出生総数

④母の年齢
20 歳未満

非嫡出子出生
総数に占める
（0 歳 未 満 の

母の割合
（④／③）

（（（（ 年 （,（（（,（（（ 17,452 （.（％ （（,（（（ 1,687 （（.（％ （.（％
（（（（ 年 （,（（（,（（（ 17,095 （.（％ （（,（（（ 1,768 （（.0％ （0.（％
（（（（ 年 （,（（（,0（（ 16,112 （.（％ （（,（（（ 1,815 （（,（％ （（,（％
（（（（ 年 （,（0（,（（（ 15,621 （.（％ （（,（（（ 1,938 （（.（％ （（.（％
（（（（ 年 （,（（（,（（（ 16,634 （.（％ （（,（（（ 2,284 （（.（％ （（.（％
（（（（ 年 （,（0（,（（（ 17,501 （.（％ （（,（0（ 2,431 （（.（％ （（.（％
（（（（ 年 （,（（（,（（（ 18,253 （.（％ （（,（（0 2,757 （（.（％ （（.（％
（000 年 （,（（0,（（（ 19,772 （.（％ （（,（（（ 3,041 （（.（％ （（.（％
（00（ 年 （,（（0,（（（ 20,965 （.（％ （0,（（（ 3,372 （（.（％ （（.（％
（00（ 年 （,（（（,（（（ 21,401 （.（％ （（,（（（ 3,649 （（.（％ （（.（％
（00（ 年 （,（（（,（（0 19,581 （.（％ （（,（（（ 3,430 （（.（％ （（.（％
（00（ 年 （,（（0,（（（ 18,591 （.（％ （（,（（（ 3,458 （（.（％ （（.（％
（00（ 年 （,0（（,（（0 16,573 （,（％ （（,（（（ 3,094 （（.（％ （（.（％
（00（ 年 （,0（（,（（（ 15,974 （.（％ （（,0（（ 3,296 （（.（％ （0.（％
（00（ 年 （,0（（,（（（ 15,250 （.（％ （（,（（0 3,082 （（.（％ （0.（％
（00（ 年 （,0（（,（（（ 15,465 （.（％ （（,（（（ 3,370 （（.（％ （（.（％
（00（ 年 （,0（0,0（（ 14,687 （.（％ （（,（（0 3,533 （（.（％ （（.（％
（0（0 年 （,0（（,（0（ 13,546 （.（％ （（,（（（ 3,534 （（.（％ （（.（％
（0（（ 年 （,0（0,（0（ 13,318 （.（％ （（,（（（ 3,687 （（.（％ （（.（％
（0（（ 年 （,0（（,（（（ 12,770 （.（％ （（,（（（ 3,821 （（.（％ （（.（％

出典：厚生労働省大臣官房統計情報部編『平成 （（ 年人口動態統計 上巻』（厚生統計協会、（00（
年）（（ 頁、（（0 頁、同『平成 （（ 年人口動態統計 上巻』（厚生統計協会、（00（ 年）（0（ 頁、
（（0 頁、同『平成 （（ 年人口動態統計 上巻』（厚生労働統計協会、（0（（ 年）（（（ 頁、（（0 頁
より作成。



三
四

人
か
ら
二
〇
一
二
年
の
三
、八
二
一
人
ま
で
、
二
・
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
毎
年
の
全
非
嫡
出
子
出
生
数
に
占
め
る
二
〇
歳
未
満
の

母
の
非
嫡
出
子
出
生
数
の
割
合
は
、
一
二
％
か
ら
一
七
％
の
間
で
変
動
し
、
近
年
は
緩
や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
割
合
と
し
て
は
嫡

出
子
出
生
数
を
含
め
た
全
体
の
割
合
よ
り
も
優
位
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
歳
未
満
の
母
が
出
産
し
た
子
の
総
数
に

占
め
る
非
嫡
出
子
の
割
合
が
、
一
九
九
三
年
の
九
・
七
％
か
ら
二
〇
一
二
年
の
二
九
・
九
％
に
至
る
ま
で
、
過
去
二
〇
年
間
に
不
可
逆
的
な

増
加
傾
向
を
示
し
て
き
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

二
〇
歳
未
満
の
母
に
よ
る
出
生
の
中
で
も
、
特
に
婚
姻
外
で
の
出
生
の
数
及
び
率
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
─
父
母

の
婚
姻
に
伴
う
成
年
擬
制
や
子
の
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
親
権
代
行
が
問
題
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
を
顧
慮
し
て
も

な
お
─
親
権
代
行
制
度
の
機
能
す
る
場
面
が
増
え
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
同
制
度
の
法
的

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
前
提
と
し
て
、
日
本
民
法
に
お
け
る
親
権
代
行
制
度
の
基
本
構
造
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
に
、

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
─
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
─
に
お
け
る
法
状
況
に
も
目
を
向
け
る
。
ド
イ
ツ
法
を
比
較
法
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ

る
意
義
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
親
権
代
行
制
度
を
め
ぐ
っ
て
日
本
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
き
た
立
法
論
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法

が
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
日
本
に
お
け
る
親
権
代
行
制
度
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
を
概
観
す
る
と
と

も
に
制
度
の
問
題
点
を
析
出
す
る
（
二
）、
次
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
未
成
年
者
た
る
父
母
の
親
権
（
配
慮
権
）
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
（
三
）、
最
後
に
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
の
分
析
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
法
の
解
釈
論
的
な
可
能
性
を
模
索
す
る

（
四
）。
な
お
、
親
権
の
代
行
は
、
未
成
年
親
権
者
の
親
権
者
に
よ
る
だ
け
で
な
く
（
八
三
三
条
）、
未
成
年
親
権
者
の
後
見
人
に
よ
っ
て
も

行
わ
れ
る
が
（
八
六
七
条
一
項
）、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
親
権
者
に
よ
る
親
権
代
行
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る（（
（

。
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三
五

二　

日
本
に
お
け
る
議
論
状
況

（
一
）　

立
法
時
の
議
論

親
権
の
代
行
に
関
す
る
八
三
三
条
は
、「
親
権
ヲ
行
フ
父
又
ハ
母
ハ
其
未
成
年
ノ
子
ニ
代
ハ
リ
テ
戸
主
権
及
ヒ
親
権
ヲ
行
フ
」
と
規
定

し
て
い
た
明
治
民
法
八
九
五
条
に
そ
の
起
源
を
も
つ
。
こ
の
明
治
民
法
八
九
五
条
は
さ
ら
に
、「
戸
主
カ
家
族
ニ
対
シ
テ
婚
姻
其
他
ノ
事

件
ニ
付
キ
許
諾
ヲ
与
フ
可
キ
場
合
ニ
於
テ
未
成
年
ナ
ル
ト
キ
又
ハ
其
意
思
ヲ
表
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
戸
主
ニ
対
シ
テ
親
権
ヲ
行
フ
者
又

ハ
後
見
人
之
ヲ
代
表
ス
」
と
定
め
る
旧
民
法
人
事
編
二
五
七
条
を
修
正
し
て
、
親
権
・
戸
主
権
の
代
行
と
し
て
、
戸
主
権
に
関
す
る
規
定

か
ら
親
権
の
効
力
に
関
す
る
規
定
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
民
法
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
明
治
二
九
年
一
月

一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
五
三
回
法
典
調
査
会
に
お
い
て
、
明
治
民
法
八
九
五
条
の
立
法
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

「
独
逸
民
法
草
案
ノ
如
キ
ハ
戸
主
権
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
無
論
独
逸
ニ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
規
定
ノ
ア
ル
筈
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
現

ニ
親
ガ
子
ニ
代
ハ
ツ
テ
親
権
ヲ
行
フ
場
合
ノ
如
キ
ハ
親
権
ノ
方
ニ
規
定
ヲ
設
ケ
テ
居
リ
マ
ス
ソ
レ
デ
親
ガ
子
ニ
代
ハ
ツ
テ
親
権
ヲ
行

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

フ
規
定
モ
必
要
デ
ア
ラ
ウ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

本
案
デ
ハ
子
ガ
婚
姻
ヲ
シ
テ
モ
ソ
レ
ガ
為
メ
ニ
親
権
ヲ
免
カ
レ
ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
従
テ

親
権
ニ
服
シ
テ
居
ル
子
ガ
復
タ
子
ヲ
持
ツ
ト
云
フ
コ
ト
モ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
其
場
合
ニ
於
テ
其
子
ニ
対
ス
ル
親
権
ト
云
フ
モ
ノ
ハ

誰
レ
ガ
行
フ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
ル
ト
自
分
ガ
親
権
ニ
服
シ
テ
居
リ
ナ
ガ
ラ
復
タ
人
ヲ
シ
テ
其
親
権
ニ
服
セ
シ
メ
ル
ト
云
フ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

コ
ト
ハ
如
何
ニ
モ
不
都
合
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
自
分
デ
サ
ヘ
モ
親
権
ニ
服
ス
ル
必
要
ノ
ア
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
復
タ
自
分
ガ
人

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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ニ
対
シ
テ
親
権
ヲ
行
フ
ト
云
フ
ノ
ハ
イ
カ
ナ
イ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ト
致
シ
マ
シ
タ
」（

（
（

。

梅
博
士
の
説
明
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
未
成
年
親
権
者
自
身
が
親
権
に
服
し
な
が
ら
、
そ
の
子
に
対
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
の
不

合
理
さ
こ
そ
が
、
親
権
代
行
制
度
を
導
入
す
る
根
拠
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
明
治
民
法
施
行
後
か
ら
昭
和
前
期
ま

で
の
学
説
に
お
い
て
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
法
典
調
査
会
の
議
論
に
お
い
て
は
、
明
治
民
法
八
九
五
条
の
立
法
に
際
し
て
、
当
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
草
案
を
参
照
し
た
旨
が
述

べ
ら
れ
て
い
る（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
参
照
し
た
と
さ
れ
る
当
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
草
案
及
び
そ
の
後
成
立
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
規
定
と
明
治
民
法
八
九
五

条
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な
構
造
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
。
親
権
の
代
行
に
関
す
る
明
治
民
法
八
九
五
条
の
策
定
に
お

い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
の
影
響
よ
り
も
、
戸
主
権
の
代
行
（
代
表
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
旧
民
法
人
事
編
二
五
七
条
の
影
響
の
方
が
大

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。

（
二
）　

親
権
の
帰
属
と
親
権
行
使
能
力

親
権
の
代
行
の
際
に
親
権
が
誰
に
帰
属
し
て
い
る
の
か
は
、
立
法
時
の
議
論
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
立
法
後
の
学
説
に
お

い
て
は
、
親
権
の
帰
属
主
体
は
、
親
権
代
行
者
で
は
な
く
、
未
成
年
親
権
者
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る（（
（

。
具
体
的
な
親
権
者

は
、
民
法
の
親
権
者
規
定
に
し
た
が
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
親
権
の
代
行
が
現
在
問
題
と
な
る
の
は
、
未
婚
か

つ
未
成
年
の
父
母
で
あ
る
の
で
、
原
則
的
に
は
婚
姻
外
で
子
を
生
ん
だ
未
成
年
の
母
が
子
の
親
権
者
と
な
り
、
父
が
認
知
し
た
子
の
親
権

者
と
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
未
成
年
の
父
が
親
権
者
に
な
る
（
八
一
九
条
四
項
、
五
項
）。
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（
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）

そ
の
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、
未
成
年
親
権
者
の
親
権
行
使
能
力
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
明
治
か
ら
大
正
期
の
多
く
の
文
献
に
お

い
て
は
、
自
ら
親
権
に
服
す
る
未
成
年
者
が
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
の
不
合
理
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
行
為
能
力
概
念
と
の
関
係
が

明
晰
化
さ
れ
て
い
た
と
は
い
い
難
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
親
権
者
た
る
未
成
年
者
の
行
為
能
力
、
と
り
わ
け
身
分
行
為
能

力
の
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
、
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
た
の
は
、
中
川
善
之
助
教
授
で
あ
る
。
中
川
教
授
は
、
親
権
の
行
使
を
「
身
分
よ

り
の
行
為
」（

（
（

の
一
つ
に
分
類
し
、そ
の
行
使
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
行
為
能
力
を
「
財
産
法
上
の
概
念
と
等
し
い
」
と
述
べ
る（（
（

。
さ
ら
に
、

未
成
年
者
の
親
権
に
つ
い
て
は
、
親
権
代
行
制
度
の
存
在
を
前
提
と
し
つ
つ
、「
…
…
未
成
年
者
は
親
権
を
享
有
す
る
こ
と
自
体
は
許
さ

れ
て
も
、之
を
行
使
す
る
こ
と
、即
ち
親
権
者
と
し
て
子
の
上
に
身
分
的
支
配
を
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
」な
い
と
す
る（（
（

。こ
の
こ
と
は
、「
…
…

未
成
年
者
は
親
権
に
関
し
、
権
利
能
力
を
有
す
る
け
れ
ど
も
行
為
能
力
を
有
し
な
い
と
い
つ
て
も
よ
い
」
と
い
う
一
語
に
要
さ
れ
る（（
（

。

以
降
の
学
説
に
お
い
て
は
、
親
権
行
使
能
力
に
つ
い
て
財
産
法
上
の
行
為
能
力
に
等
し
い
能
力
が
要
求
さ
れ
、
未
成
年
親
権
者
は
、
こ

の
能
力
を
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
理
解
が
支
配
的
に
な
る（（（
（

。
さ
ら
に
、
行
為
能
力
制
限
に

伴
う
親
権
行
使
制
限
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
親
権
が
財
産
管
理
権
を
当
然
に
含
む
こ
と
な
ど
か
ら
、
身
上
監
護
と
財
産
管
理
を
区
分
す
る

こ
と
な
く
、
親
権
全
体
の
行
使
が
制
限
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
親
権
行
使
能
力
と
そ
れ
に
伴
う
親
権
行
使
制
限
の
範
囲
に
関
す
る
学

説
の
理
解
か
ら
は
、
未
成
年
親
権
者
は
、
親
権
行
使
能
力
を
欠
き
、
親
権
の
行
使
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
る
と
い
う
命
題
が
導
出
さ
れ
る
。

（
三
）　

親
権
代
行
制
度
の
基
本
構
造
と
問
題

①　

制
度
の
基
本
構
造

「
親
権
の
代
行
」
制
度
は
、「
親
権
の
代
理
」（

（（
（

又
は
「
代
理
行
使
」（

（（
（

と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
一
方
で
、「
代
位
行
使
」（

（（
（

と
表
現
さ
れ
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る
場
合
も
あ
り
、
用
語
に
お
い
て
一
部
混
乱
も
み
ら
れ
る
。
で
は
、
親
権
代
行
の
法
的
な
構
造
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

学
説
に
お
け
る
基
本
的
な
理
解
を
整
理
し
て
お
こ
う（（（
（

。

親
権
代
行
制
度
の
本
質
的
な
機
能
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
親
権
代
行
機
能
で
あ
る
。
親
権
代
行
者
は
、
未
成
年
親
権
者
に
代
わ
っ
て

親
権
者
と
な
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
親
権
者
た
る
父
母
に
帰
属
す
る
親
権
を
代
わ
り
に
行
使
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
代
行
さ

れ
る
親
権
の
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
、
親
権
の
全
体
、
つ
ま
り
財
産
管
理
だ
け
で
な
く
身
上
監
護
に
も
及
ぶ（（（
（

。
そ
の
一
方
で
、
親
権
代
行

者
が
代
行
で
き
る
親
権
は
、
未
成
年
親
権
者
に
対
し
て
有
す
る
親
権
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
権
代
行
者

が
未
成
年
親
権
者
に
対
す
る
親
権
の
一
部
（
例
え
ば
、
身
上
監
護
権
）
だ
け
を
有
す
る
場
合
に
は
、
親
権
代
行
者
は
、
そ
の
範
囲
で
の
み
親

権
を
代
行
す
る
。

こ
の
他
に
親
権
代
行
制
度
に
は
次
の
二
つ
の
機
能
が
あ
る
。
第
一
は
、
後
見
開
始
阻
害
機
能
で
あ
る
。
親
権
代
行
の
場
合
に
は
、「
未

成
年
者
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
が
な
い
と
き
、
又
は
親
権
を
行
う
者
が
管
理
権
を
有
し
な
い
と
き
」（
八
三
八
条
一
号
）
と
は
な
ら
ず
、

そ
の
結
果
と
し
て
後
見
は
開
始
し
な
い（（（
（

。
第
二
は
、
代
理
人
が
行
為
能
力
者
で
あ
る
必
要
は
な
い
旨
を
規
定
す
る
一
〇
二
条
の
適
用
排
除

機
能
で
あ
る
。
親
権
の
代
行
に
関
す
る
八
三
三
条
は
、
制
限
行
為
能
力
者
が
法
定
代
理
人
と
な
る
こ
と
を
禁
止
し
た
特
別
規
定
と
し
て
理

解
さ
れ
る
た
め（（（
（

、
未
成
年
親
権
者
は
、
子
の
親
権
者
で
あ
り
な
が
ら
法
定
代
理
人
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る（（（
（

。
子
の
法
定
代
理
権
は
、
親

権
代
行
者
が
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
、
親
権
代
行
者
は
、
未
成
年
親
権
者
の
代
理
人
と
し
て
当
該
父
母
の
名
に
お
い

て
代
理
権
を
行
使
す
る
の
で
は
な
く
、
代
行
さ
れ
る
親
権
に
服
す
る
子
の
名
に
お
い
て
代
理
権
を
行
使
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の

意
味
に
お
い
て
は
、
親
権
代
行
者
の
法
定
代
理
権
の
行
使
を
「
法
定
復
代
理
関
係
」（

（（
（

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
お
、
親
権
代
行
者
が
未

成
年
親
権
者
を
復
代
理
人
に
選
任
す
る
こ
と
で
（
一
〇
六
条
）、
当
該
未
成
年
親
権
者
も
子
の
復
代
理
人
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
る
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か
否
か
に
つ
い
て
は
学
説
上
争
い
が
あ
る（（（
（

。

②　

制
度
の
問
題

親
権
代
行
制
度
は
、
明
治
民
法
の
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
学
説
か
ら
の
批
判
に
晒
さ
れ
て
き
た
。
一
連
の
批
判
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
未
成
年
親
権
者
に
も
親
権
又
は
親
権
の
権
能
の
一
部
（
特
に
、
身
上
監
護
権
）
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
で
あ

る
。明

治
民
法
下
に
お
い
て
す
で
に
、穂
積
重
遠
教
授
は
、親
権
・
戸
主
権
の
代
行
に
関
す
る
明
治
民
法
八
九
五
条
の
合
理
性
に
つ
い
て
、「
戸

主
権
に
つ
い
て
は
至
極
適
当
だ
が
、
親
権
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
得
る
の
で
あ
つ
て
、
未
成
年
者
と
云
つ
た
所
で
子
が
あ
る
程
だ
か
ら

既
に
成
年
に
近
い
筈
故
、
親
権
は
や
は
り
自
身
に
行
は
せ
、
財
産
上
の
行
為
に
つ
い
て
は
其
親
権
者
又
は
後
見
人
の
同
意
を
要
す
る
こ
と

に
し
た
方
が
よ
か
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
て
い
た（（（
（

。
こ
の
他
に
も
、
中
島
玉
吉
教
授
は
、
親
権
代
行
制
度
が
未
成
年
親
権
者

の
親
権
へ
の
関
与
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
を
「
世
ノ
実
際
ト
遠
サ
カ
ル
コ
ト
甚
シ
」
と
批
判
し
た
上
で
、
未
成
年
親
権
者
に
対
し
て
同
意

を
与
え
る
こ
と
で
親
権
の
行
使
を
許
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し（（（
（

、
薬
師
寺
志
光
教
授
は
、
立
法
論
と
し
て
親
権
代
行
制
度
自
体
の
廃
止
を

主
張
し
て
い
た（（（
（

。

戦
後
の
民
法
改
正
に
よ
っ
て
婚
姻
に
よ
る
成
年
擬
制
が
導
入
さ
れ
た
後
に
は
、
親
権
の
代
行
は
、
婚
外
子
の
父
母
が
未
成
年
で
あ
る
場

合
に
の
み
問
題
と
な
る
。
戦
後
の
学
説
に
お
い
て
は
、
成
年
擬
制
導
入
後
の
親
権
代
行
制
度
の
存
在
理
由
に
対
す
る
疑
念
が
述
べ
ら
れ
る

だ
け
で
な
く（（（
（

、
こ
れ
が
「
婚
外
子
に
対
す
る
差
別
の
一
つ
」
で
あ
る
と
の
指
摘（（（
（

も
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
親
権
代
行
制
度
に
つ
い
て
次
の

二
つ
の
立
法
論
的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
た
。
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第
一
は
、
戦
後
導
入
さ
れ
た
成
年
擬
制
に
よ
っ
て
「
婚
姻
が
、
未
成
年
者
を
も
一
躍
成
年
者
に
ま
で
、
精
神
年
齢
を
高
め
さ
せ
る
の
で

あ
れ
ば
、
子
の
母
と
な
つ
た
こ
と
、
も
し
く
は
父
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
つ
て
も
、
精
神
年
齢
の
飛
躍
が
あ
つ
た
こ
と
を
、
場
合
に
よ
つ
て

は
肯
定
し
て
よ
く
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
問
題
意
識
を
前
提
と
し
て
、
未
成
年
の
母
が
婚
姻
外
で
子
を
生
ん
だ
場
合
に
も
、
家
庭
裁
判

所
の
許
可
を
条
件
と
し
て
親
権
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る（（（
（

。

第
二
は
、
未
成
年
親
権
者
に
も
法
律
に
よ
っ
て
子
に
対
す
る
監
護
権
限
を
認
め
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。「
立
法
論
と
し
て
、
親
権
を

身
上
監
護
権
と
財
産
管
理
権
と
に
二
分
す
る
な
ら
、
身
上
監
護
権
だ
け
は
未
成
年
者
及
び
準
禁
治
産
者
に
も
認
め
る
こ
と
が
至
当
で
あ
ろ

う
」（

（（
（

、「
な
る
ほ
ど
、
未
成
年
者
は
他
人
の
監
護
人
と
な
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
成
年
で
あ
つ
て
も
自
己
の
子
を
監
護
す

る
こ
と
に
は
何
ら
妨
げ
は
な
い
は
ず
で
あ
る
」（

（（
（

と
い
う
主
張
が
こ
れ
に
属
す
る（（（
（

。
こ
の
立
場
は
さ
ら
に
、昭
和
三
四
年
に
公
表
さ
れ
た
『
法

制
審
議
会
民
法
部
会
小
委
員
会
に
お
け
る
仮
決
定
及
び
留
保
事
項
（
そ
の
二
）』
に
お
い
て
も
、「
第
八
三
三
条
に
つ
い
て
は
、
身
上
の
監

護
に
関
す
る
権
利
義
務
は
未
成
年
の
親
権
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
が
、
財
産
の
管
理
に
関
す
る
権
利
義
務
を
い
か
に
す
べ
き
か
に
つ

き
、
な
お
検
討
す
る
」（
第
四
八
）
と
し
て
提
案
さ
れ
た
が（（（
（

、
現
在
に
至
る
ま
で
法
改
正
は
実
現
し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
明
山
和
夫

教
授
は
、
①
親
権
代
行
者
が
監
護
を
な
す
上
で
未
成
年
親
権
者
を
補
助
者
と
し
て
使
用
す
る
結
果
と
し
て
、
未
成
年
者
が
一
定
の
限
度
で

監
護
に
関
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、②
意
思
能
力
の
あ
る
未
成
年
者
も
監
護
の
受
託
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、

親
権
代
行
者
が
監
護
の
代
行
を
未
成
年
親
権
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
二
つ
の
解
釈
論
的
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る（（（
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
未
成
年
親
権
者
が
親
権
か
ら
一
律
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
学
説
は
批
判
的
で
あ
り
、
未
成
年
親
権
者
に
も
親

権
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
身
上
監
護
権
の
行
使
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
立
法
論
的
な
課
題
と
し
て
強
く
認
識
さ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
立
法
時
に
参
考
に
し
た
と
も
さ
れ
る
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
未
成
年
者
の
親
権
（
配
慮
権
）
は
ど
の
よ
う
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に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三　

ド
イ
ツ
法
の
状
況

（
一
）　

配
慮
権
の
停
止

ド
イ
ツ
法
は
、
伝
統
的
に
配
慮
権
の
停
止
に
関
す
る
明
文
規
定
を
置
い
て
い
る
。
ま
ず
は
配
慮
権
の
停
止
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い

る
の
か
を
確
認
し
よ
う
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
は
、
父
母
の
配
慮
権
が
停
止
す
る
場
面
と
し
て
、（
α
）
法
的
な
障
害
事
由
が
あ
る
場
合
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
）、（
β
）
事
実
上
の
障
害
事
由
が
あ
る
場
合
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
四
条
）
の
二
つ
の
場
面
が
予
定
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
さ
ら
に
、
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
の
（
α
）
法
的
な
障
害
事
由
に
は
、（
α
）─
①
父
母
が
行
為
無
能
力
（geschäftsunfähig

）
で
あ
る
場
合
（
一
項
）
と

（
α
）─
②
父
母
が
行
為
能
力
を
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
（
二
項
一
文
）
の
二
つ
の
場
合
が
含
ま
れ
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
行
為
能
力
の
不
存
在

と
制
限
が
配
慮
権
の
停
止
原
因
と
さ
れ
る
背
景
に
は
、「
他
者
に
対
す
る
法
的
な
配
慮
責
任
は
、
自
己
の
事
務
に
つ
い
て
完
全
な
法
的
行

為
権
限
を
備
え
て
い
る
者
だ
け
に
帰
属
す
る
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
が
あ
る（（（
（

。
な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
四
条
の
（
β
）
事
実
上
の
障
害

事
由
に
よ
る
停
止
は
、
父
母
が
長
期
に
わ
た
っ
て
親
の
配
慮
を
事
実
上
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
（
一
項
（
（（
（

）。

父
母
の
配
慮
権
が
停
止
す
る
場
合
の
一
般
的
な
効
力
と
し
て
、
配
慮
権
を
停
止
さ
れ
た
父
母
は
、
配
慮
権
を
行
使
す
る
権
限
を
有
し
な

い
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
五
条
）。
但
し
、
父
母
と
子
と
の
交
流
（U

m
gang

）
は
、
父
母
の
配
慮
権
が
停
止
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
直
ち
に
制
限
さ
れ
な
い（（（
（

。
親
の
配
慮
の
停
止
は
、（
α
）
父
母
の
配
慮
権
が
法
的
障
害
事
由
に
基
づ
い
て
停
止
し
て
い
る
場
合
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に
は
、
停
止
原
因
が
な
く
な
る
と
自
動
的
に（（（
（

、（
β
）
事
実
上
の
障
害
事
由
に
よ
っ
て
停
止
し
て
い
る
場
合
に
は
、
停
止
原
因
が
も
は
や

存
在
し
な
い
こ
と
が
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
四
条
二
項
）、
終
了
す
る
。

現
行
の
ド
イ
ツ
法
に
よ
れ
ば
、
一
八
歳
に
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
年
（V

olljährigkeit

）
と
な
る
た
め
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
条
（
（（
（

）、
未
成
年
者
は
、

一
八
歳
未
満
の
者
を
指
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
〇
四
条
に
よ
れ
ば
、
七
歳
に
達
し
な
い
者
（
一
号
）
及
び
精
神
的
な
障
害
の
た
め
に
自
由

な
意
思
形
成
が
で
き
な
い
者
（
二
号
）
は
、
行
為
無
能
力
者
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
制
限
行
為
能
力
者
は
、
七
歳
以
上
の
未

成
年
者
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
〇
六
条
）。
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
未
成
年
者
の
能
力
概
念
に
つ
い
て
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

未
成
年
者
の
婚
姻
に
よ
る
能
力
の
取
得
に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
が
現
行
の
日
本
法
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
成
年
擬

制
は
、
ス
イ
ス
法
及
び
フ
ラ
ン
ス
法
に
由
来
す
る
制
度
で
あ
る
が（（（
（

、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
そ
の
制
定
当
時
に
「
婚
姻
は
人
を
成
人
に
す
る
（H

eirat 

m
acht m

ündig

）」
と
い
う
原
則
を
採
用
し
な
い
旨
を
明
言
し（（（
（

、
そ
の
結
果
と
し
て
、
未
成
年
者
の
婚
姻
に
よ
る
配
慮
権
の
終
了
も
予
定

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
未
成
年
者
の
婚
姻
締
結
は
、
現
在
で
も
な
お
当
該
未
成
年
者
の
行
為
能
力
の
制
限
に
変

更
を
加
え
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
婚
姻
し
た
未
成
年
者
は
、
後
述
す
る
事
実
上
の
身
上
配
慮
か
ら
は
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
六
三
三
条
）、
当
該
未
成
年
者
に
対
す
る
配
慮
権
（
特
に
、
財
産
配
慮
、
法
定
代
理
）
は
、
成
年
に
な
る
ま
で
継
続
す
る
の
で
あ
る（（（
（

。

実
際
的
な
出
産
可
能
年
齢
を
も
顧
慮
す
れ
ば
、
未
成
年
者
た
る
父
母
は
ほ
ぼ
す
べ
て
、
七
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
者
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
未
成
年
者
た
る
父
母
は
、（
α
）─
②
父
母
が
行
為
能
力
を
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
に
該
当
し
、
婚
姻
し
て

い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
配
慮
権
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
逆
に
い
え
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
二
項
一
文
に
よ
っ
て
配
慮
権
が

停
止
さ
れ
る
の
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
配
慮

権
全
体
が
停
止
す
る
の
で
は
な
く
、
─
前
述
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
五
条
の
文
言
に
反
し
て
─
配
慮
権
限
の
一
部
に
つ
い
て
は
未
成
年
者
た
る
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父
母
に
対
し
て
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
構
造
に
つ
い
て
、
次
節
で
詳
し
く
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

（
二
）　

未
成
年
者
た
る
父
母
の
配
慮
権

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
二
項
二
文
は
、「
子
に
対
す
る
身
上
配
慮
は
、
子
の
法
定
代
理
人
と
並
ん
で
、
行
為
能
力
が
制
限
さ
れ
た
父
母
の

一
方
に
帰
属
す
る；
子
の
代
理
に
つ
い
て
、
当
該
父
母
の
一
方
は
、
権
限
を
与
え
ら
れ
な
い
」
と
規
定
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
子
の
父

母
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
父
母
の
配
慮
権
は
法
律
上
当
然
に
停
止
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
身
上
配
慮
だ

け
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
に
も
帰
属
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
親
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
財
産
配
慮

と
法
定
代
理
権
の
み
が
停
止
し
、『
事
実
上
の
身
上
配
慮
（T

atsächliche Personensorge

）』
に
つ
い
て
は
停
止
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
解

さ
れ
て
い
る（（（
（

。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
の
行
使
に
関
す
る
限
り
は
、
父
母
が
行
為
能
力
を
制
限
さ
れ
て

い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
実
親
に
こ
れ
を
委
ね
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。

こ
こ
で
い
う
『
事
実
上
の
身
上
配
慮
』
に
は
、
代
理
に
属
さ
な
い
あ
ら
ゆ
る
身
上
配
慮
に
関
す
る
行
為
が
含
ま
れ
る
が（（（
（

、
実
際
に
子
の

身
上
の
事
務
に
関
す
る
代
理
と
事
実
上
の
身
上
配
慮
の
間
の
峻
別
は
容
易
で
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る（（（
（

。
よ
り
具
体
的
に
は
、
子
の
監
護

及
び
教
育
に
関
す
る
権
利
、
居
所
指
定
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
三
一
条
一
項
）、
子
の
引
渡
し
に
関
す
る
権
利
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
三
二
条
一
項
）、
子
の

出
生
氏
（Geburtsnam

e

）
の
決
定
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
一
七
条
以
下
）
及
び
子
の
名
の
決
定
に
関
す
る
権
限
、
子
の
健
康
に
関
す
る
配
慮
、
子
に

対
す
る
医
療
的
な
ケ
ア
の
決
定
、
学
校
の
選
択
、
身
分
局
へ
の
出
生
届
の
提
出
義
務
（
身
分
登
録
法
（Personenstandsgesetz

）
一
八
条
、

一
九
条
）
な
ど
が
『
事
実
上
の
身
上
配
慮
』
に
含
ま
れ
る（（（
（

。

さ
ら
に
、
一
九
二
一
年
七
月
一
五
日
の
「
宗
教
上
の
子
の
教
育
に
関
す
る
法
律
（Gesetz über die religiöse K

indererziehung, RGBl.
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）
─
以
下
、
宗
教
教
育
法
─
」
に
よ
れ
ば
、
子
の
宗
教
上
の
教
育
に
関
す
る
決
定
は
、
子
の
身
上
を
配
慮
す
る
権
利
及
び
義
務

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
有
す
る
父
母

0

0

0

0

0

0

の
合
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
（
宗
教
教
育
法
一
条
一
文
）、「
社
会
法
典
第
八
編
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅷ
）
─
児
童
な
ら
び
に
少
年
援
助

（K
inder- und Jugendhilfe

）
─
」
に
よ
れ
ば
、
教
育
援
助
の
請
求
権
を
有
す
る
の
は
、「
身
上
配
慮
権
者
（Personensorgeberechtigter

）」

で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅷ
二
七
条
一
項
（
（（
（

）。

こ
れ
ら
の
法
律
及
び
解
釈
上
認
め
ら
れ
る
諸
権
利
・
義
務
は
、
未
成
年
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
配
慮
権
が
停
止
し
て
い
る
父
母
も
ま

た
、
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
理
由
書
は
、
配
慮
権
の
行
使
を
停
止
さ
れ
る
父
母
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な

一
定
の
自
立
性
を
認
め
た
理
由
と
し
て
、
父
母
の
自
立
性
が
「
自
然
の
関
係
（natürlichen V

erhältnissen

）」
に
適
合
す
る
こ
と
を
挙
げ
、

さ
ら
に
、
父
母
の
自
立
性
が
子
の
身
上
に
対
す
る
事
実
上
の
配
慮
だ
け
に
関
係
し
て
お
り
、
子
の
身
上
の
事
務
に
お
け
る
代
理
に
は
関
係

し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
「
懸
念
す
る
必
要
は
な
い
（unbedenklich

）」
と
説
明
し
て
い
た（（（
（

。

も
っ
と
も
、
未
成
年
者
た
る
父
母
は
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
を
単
独
で
行
使
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
の
法
定
代
理
人
と
並
ん
で
こ
れ

を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
配
慮
権
は
、「
共
同
的
拘
束
を
受
け
た
（gem

einschaftsgebunden

）」

状
態
に
あ
る
と
い
え
る（（（
（

。
未
成
年
者
た
る
父
母
本
人
も
基
本
的
に
は
そ
の
父
母
の
配
慮
権
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
該
未
成
年
者
た

る
父
母
の
父
母
（
＝
生
ま
れ
た
子
の
祖
父
母
）
の
配
慮
権
か
ら
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
配
慮
法
上
の
決
定
に
対
す
る
「
影
響
力
の
あ
る

権
限
（Einw

irkungsbefugnis

）」
は
生
じ
ず
、
未
成
年
者
た
る
父
母
は
、
そ
の
限
り
で
自
己
の
配
慮
権
者
か
ら
独
立
し
た
法
的
地
位
を
有

し
て
い
る（（（
（

。

未
成
年
者
た
る
父
母
に
も
事
実
上
の
身
上
配
慮
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
当
該
父
母
は
、
法
定
代
理
か
ら
は
排
除
さ
れ

る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
二
項
二
文
）。
で
は
、
誰
が
子
の
法
定
代
理
人
に
な
る
の
か
。
こ
の
点
、
父
母
が
互
い
に
婚
姻
し
て
い
る
場
合（（（
（

、
あ
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る
い
は
、
父
母
が
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
が
共
同
配
慮
権
者
と
な
る
場
合（（（
（

で
あ
っ
て
か
つ
父
母
の
他
方
が
行
為
能
力
を
制
限
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
、
当
該
父
母
の
他
方
が
子
の
法
定
代
理
人
と
な
り
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
八
条
一
項
）、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
後
見
人
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
七
七
三
条
一
項
、
一
七
九
一
ｃ
条
一
項
一
文
、
一
七
九
三
条
一
項
一
文
）
あ
る
い
は
保
護
人
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
〇
九
条
一
項
一
文
、
一
九
一
五
条

一
項
）
が
子
の
法
定
代
理
人
と
な
る（（（
（

。
法
定
代
理
人
が
子
の
事
務
に
関
し
て
未
成
年
者
た
る
父
母
に
対
し
て
個
別
的
に
代
理
権
の
付
与

（Bevollm
ächtigung

）
を
行
な
う
場
合
に
は
、
当
該
事
務
が
法
律
上
あ
る
い
は
事
物
の
性
質
上
代
理
に
な
じ
ま
な
い
場
合
を
除
い
て
、
未

成
年
者
た
る
父
母
も
子
の
事
務
に
関
す
る
代
理
行
為
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
五
条
参
照
（
（（
（

）。

（
三
）　

配
慮
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
と
そ
の
調
整

前
述
の
よ
う
に
、
子
の
法
定
代
理
人
と
並
ん
で
で
は
あ
る
が
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
一
方
も
事
実
上
の
身
上
配
慮
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
は
、
子
の
法
定
代
理
人
の
意
見
と
未
成
年
者
た
る
父
母
の
一
方
の
意
見
と
が
相
違
し
た
際
に
そ
の
相
違
を
い
か
に
調

整
す
る
か
と
い
う
問
題
が
必
然
的
に
生
じ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
意
見
が
対
立
す
る
の
が
「
後
見
人
／
保

護
人
」
の
意
見
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
共
同
配
慮
権
者
た
る
父
母
の
他
方
」
の
意
見
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
、
相
違
す
る

意
見
が
「
事
実
上
の
身
上
配
慮
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
異
な
る
解
決
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
留
意
し
つ
つ
、
意
見
対
立
の
調
整
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

①　

後
見
人
／
保
護
人
と
の
関
係

未
成
年
者
に
法
定
代
理
権
者
た
る
父
母
が
い
な
い
場
合
に
は
、
子
の
た
め
に
後
見
人
（V

orm
und

）
が
選
任
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
七
七
三
条
一
項
）。
さ
ら
に
、
子
が
婚
姻
外
で
出
生
し
、
か
つ
、
子
が
後
見
人
を
必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
法
律
上
、
少
年
局

が
後
見
人
と
な
る
法
定
官
庁
後
見
（gesetzliche A

m
tsvorm

undschaft

）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
七
九
一
ｃ
条
一
項
一
文
）。
少
年

局
に
よ
る
官
庁
後
見
が
実
務
に
お
い
て
特
に
問
題
と
な
る
は
、
子
の
単
独
配
慮
権
者
で
あ
る
母
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
で
あ
る（（（
（

。
父
母

あ
る
い
は
後
見
人
が
特
定
の
事
務
の
処
理
を
阻
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
事
務
に
つ
い
て
、
親
の
配
慮
あ
る
い
は
後
見
に
服
す
る

者
の
た
め
に
保
護
人
（Pfleger

）
が
選
任
さ
れ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
〇
九
条
一
項
一
文
）。

未
成
年
者
た
る
父
母
と
後
見
人
／
保
護
人
の
意
見
が
子
の
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
関
し
て
相
違
す
る
場
合
に
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母

の
意
見
に
優
先
権
が
認
め
ら
れ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
二
項
三
文
）。
例
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
居
所
指
定
権
は
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
属

す
る
た
め
に
、
未
成
年
者
た
る
母
が
後
見
人
の
意
に
反
し
て
子
を
乳
児
院
か
ら
引
き
取
ろ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
母
の
意
向
が
優
先
す
る

と
さ
れ
る（（（
（

。
さ
ら
に
、
子
が
教
育
さ
れ
る
べ
き
宗
教
上
の
信
仰
の
決
定
に
関
し
て
未
成
年
者
た
る
父
母
と
後
見
人
／
保
護
人
の
意
見
が
相

違
し
た
場
合
に
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
六
六
条
に
基
づ
い
て
未
成
年
者
た
る
父
母
か
ら
宗
教
教
育
権
が
剥
奪
さ
れ
て
い
な
い
限
り
で
、
未
成
年

者
た
る
父
母
の
意
見
に
優
先
権
が
認
め
ら
れ
る
（
宗
教
教
育
法
三
条
一
項
（
（（
（

）。

こ
の
よ
う
に
未
成
年
者
た
る
父
母
と
後
見
人
／
保
護
人
の
意
見
が
事
実
上
の
身
上
配
慮
の
領
域
の
み
に
関
し
て
相
違
し
て
い
る
場
合
に

は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
意
見
が
優
先
す
る
た
め
に
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
問
題
は
生
じ
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
事
実
上
の
身
上
配
慮

に
つ
い
て
意
見
が
対
立
し
て
お
り
、
か
つ
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
を
実
行
す
る
上
で
代
理
行
為
が
不
可
避
的
に
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
典
型
例
と
し
て
は
、
医
師
契
約
（A

rztvertrag

）
や
病
院
契
約
（K

rankenhausvertrag

）
の
締
結
に
際
し
て
医
療
的
措
置
の
選
択
に

関
す
る
意
見
が
対
立
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る（（（
（

。
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
上
の
身
上
配
慮
と
代
理
が
交
錯
す
る

ケ
ー
ス
で
、
後
見
人
／
保
護
人
が
未
成
年
者
た
る
父
母
の
判
断
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
つ
い
て
未
成
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年
者
た
る
父
母
に
優
先
権
を
認
め
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
二
項
三
文
を
画
餅
に
帰
す
結
果
と
な
る
こ
と
か
ら
、
未
成
年
者
た
る
父
母
は
─

配
慮
権
喪
失
事
由
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
六
六
条
参
照
）
に
該
当
し
な
い
限
り
で
は
あ
る
が
─
、
自
己
の
判
断
と
矛
盾
す
る
代
理
行
為
を
後
見
人
／

保
護
人
に
対
し
て
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
判
断
に
適
合
し
た
代
理
行
為
を
後
見
人
／
保
護
人
に
対
し
て
強
制
す

る
こ
と
も
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
未
成
年
者
た
る
父
母
の
優
先
権
は
、
身
上
配
慮
の
事
務
に
お
け
る
法
定
代

理
人
に
対
す
る
「
指
示
権
（W

eisungsrecht

）」
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る（（（
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
身
上
配
慮
と
財
産
配
慮
の
二
つ
の
領
域
に
ま
た
が
る
子
の
事
務
に
つ
い
て
未
成
年
者
た
る
父
母
と
後
見
人
／
保
護
人

の
意
見
が
相
違
す
る
場
合
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
三
〇
条
二
項
に
し
た
が
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
が
こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ

て
い
る（（（
（

。

②　

共
同
配
慮
権
者
た
る
父
母
の
他
方
と
の
関
係

配
慮
権
が
父
母
に
共
同
し
て
帰
属
し
て
お
り
、
か
つ
、
父
母
の
一
方
の
配
慮
権
行
使
が
事
実
上
阻
害
さ
れ
て
い
る
あ
る
い
は
そ
の
配
慮

権
が
停
止
し
て
い
る
場
合
に
は
、
父
母
の
他
方
が
単
独
で
親
の
配
慮
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
八
条
一
項
）。
父
母
の
一

方
が
未
成
年
者
で
あ
る
た
め
に
配
慮
権
の
行
使
を
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
未
成
年
者
た
る
父
母
の
一
方
と
父
母
の
他
方
は
、

事
実
上
の
身
上
配
慮
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
同
権
的
地
位
に
立
つ（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
父
母
間
で
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
関
す
る
意
見
が
相

違
し
た
際
に
は
、
配
慮
権
の
一
般
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
合
意
に
至
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
七
条
二
文
）、

合
意
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
父
母
の
一
方
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
、
争
わ
れ
て
い
る
事
実
上
の
身
上
配

慮
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
の
決
定
権
限
を
父
母
の
一
方
に
移
譲
す
る
こ
と
に
な
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
八
条
）。
共
同
配
慮
権
者
た
る
父
母
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の
一
方
が
未
成
年
者
で
あ
り
、
身
上
配
慮
と
財
産
配
慮
の
二
つ
の
領
域
に
か
か
わ
る
意
見
が
父
母
間
で
相
違
す
る
場
合
に
も
、
後
見
人
／

保
護
人
と
の
関
係
に
お
い
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
三
〇
条
二
項
に
し
た
が
っ
て
解
決
す
る
の
と
は
異
な
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
八
条
に
し
た
が
っ
て

解
決
す
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。

四　

検　
　
　

討

前
節
ま
で
に
、
日
本
法
に
お
け
る
親
権
代
行
制
度
と
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
未
成
年
者
の
配
慮
権
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
構
造
を

明
ら
か
に
し
た
。
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
の
基
本
構
造
の
異
同
は
、
次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。

第
一
は
、
未
成
年
者
の
親
権
行
使
に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
法
に
お
い
て
は
、
未
成
年
親

権
者
は
、
そ
の
行
為
能
力
制
限
を
理
由
と
し
て
、
親
権
行
使
か
ら
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
未
成

年
者
た
る
父
母
に
も
事
実
上
の
身
上
配
慮
の
行
使
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
法
は
、
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、未
成
年
者
た
る
父
母
を
事
実
上
の
身
上
配
慮
の
行
使
か
ら
排
除
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
法
の
基
本
構
造
は
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
貫
徹
さ
れ
て
い
る
が
、
立
法
時
に
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
た
と
さ
れ
る
日
本
法
で
は
、
未
成
年
親

権
者
に
対
す
る
身
上
監
護
権
の
付
与
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
法
の
観
察
か
ら
は
、
代
理
行
為
に
関
わ
ら
な
い
事
実
上
の
身
上
配

慮
を
、
行
為
能
力
の
制
限
さ
れ
た
未
成
年
者
か
ら
当
然
に
奪
い
取
る
合
理
性
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

第
二
は
、
日
本
の
親
権
代
行
者
と
ド
イ
ツ
の
法
定
代
理
人
の
法
的
な
権
限
に
関
す
る
相
違
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
子
の
法

定
代
理
人
（
父
母
の
他
方
又
は
後
見
人
／
保
護
人
）
の
固
有
の
権
限
と
し
て
配
慮
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
法
の
親
権
代
行
制
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度
に
お
け
る
よ
う
に
、未
成
年
親
権
者
の
親
権
者
又
は
後
見
人
が
そ
の
職
務
と
し
て
親
権
を
代
行
す
る
と
い
う
構
成
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

ド
イ
ツ
法
で
は
さ
ら
に
、
未
成
年
者
た
る
父
母
に
も
事
実
上
の
身
上
配
慮
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
関
す

る
権
限
は
、
子
の
法
定
代
理
人
と
未
成
年
者
た
る
父
母
に
併
存
的
に
帰
属
し
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
関
す
る
意
見
が
未
成
年
者
た
る
父

母
と
法
定
代
理
人
と
の
間
で
相
違
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
後
見
人
／
保
護
人
と
の
間
で
意
見
が
相
違
す
る
場
合
に

は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
意
見
が
優
先
し
、
子
の
法
定
代
理
人
と
な
っ
て
い
る
父
母
の
他
方
と
の
間
で
意
見
が
相
違
す
る
場
合
に
は
、

父
母
間
の
意
見
対
立
は
、
配
慮
権
の
一
般
原
則
に
し
た
が
い
、
最
終
的
に
は
家
庭
裁
判
所
の
判
断
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
は
、
子
の
法
定
代
理
関
係
に
つ
い
て
の
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
の
異
同
で
あ
る
。
子
の
法
定
代
理
権
に
つ
い
て
、
日
本
法
で
は
親
権

代
行
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
ド
イ
ツ
法
で
は
法
定
代
理
人
が
こ
れ
を
行
う
た
め
、
未
成
年
者
た
る
父
母
本
人
が
法
定
代
理
権
を
行
使
で
き

な
い
と
さ
れ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
後
見
人
／
保
護
人
が
子
の
法
定
代
理
人
と
な
る
場
合
に
、

未
成
年
者
た
る
父
母
は
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
関
連
し
た
代
理
行
為
に
も
実
質
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
子
の
法
定
代
理
と
い
う
対
外
的
な
関
係
に
お
い
て
は
、
法
定
代
理
人
が
こ
れ
を
代
表
す
る
が
、
未
成
年
者
た
る
父
母
と
後

見
人
／
保
護
人
の
間
の
内
部
的
関
係
に
お
い
て
は
、
事
実
上
の
身
上
配
慮
に
関
す
る
限
り
未
成
年
者
た
る
父
母
の
意
見
が
優
位
す
る
の
で

あ
る
。

以
上
の
法
制
度
の
比
較
か
ら
は
、
日
本
法
の
親
権
代
行
制
度
が
未
成
年
親
権
者
を
親
権
行
使
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る

点
で
、
未
成
年
親
権
者
の
親
権
へ
の
過
剰
な
介
入
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
対
外
的
な
代
理
に
関

わ
ら
な
い
限
り
で
、
未
成
年
親
権
者
を
身
上
監
護
に
関
す
る
権
限
か
ら
排
除
す
る
必
然
性
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

従
前
の
改
正
論
の
基
礎
に
も
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



五
〇

筆
者
は
、
従
来
の
学
説
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
き
た
、
未
成
年
親
権
者
に
も
身
上
監
護
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
改
正
論
の
方
向

性
を
支
持
す
る
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
現
行
の
親
権
代
行
制
度
の
も
と
で
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ

ち
、
未
成
年
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
親
権
行
使
の
制
限
を
法
的
障
害
事
由
に
基
づ
く
親
権
の
停
止
と
み
た
上
で
、
未
成
年
親
権
者

に
帰
属
す
る
親
権
は
、
財
産
管
理
及
び
法
定
代
理
の
範
囲
で
の
み
停
止
し
、
親
権
代
行
者
が
こ
れ
を
代
行
す
る
が
、
身
上
監
護
に
つ
い
て

は
停
止
す
る
こ
と
な
く
、
未
成
年
親
権
者
本
人
が
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
財
産
管
理
及
び
法
定
代
理

に
つ
い
て
は
、
財
産
法
に
お
け
る
の
と
同
一
の
行
為
能
力
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
身
上
監
護
、
特
に
子
を
実
際
に

監
護
・
教
育
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
ま
で
高
い
能
力
を
要
求
す
る
必
然
性
は
な
い
の
で
あ
る（（（
（

。
そ
も
そ
も
、
親
権
の
代
行
は
、
未

成
年
親
権
者
が
成
年
に
達
す
る
ま
で
の
一
時
的
な
措
置
に
す
ぎ
ず
、
恒
久
的
な
措
置
で
は
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
親
権
全
体
を
無
条
件

で
停
止
さ
せ
る
こ
と
自
体
、
過
剰
な
介
入
で
あ
る
。
ま
た
、
未
成
年
親
権
者
に
対
し
て
親
権
代
行
者
よ
り
監
護
を
委
託
す
る
と
い
う
技
術

的
な
方
法
を
採
用
す
る
よ
り
も
、
未
成
年
親
権
者
固
有
の
監
護
権
限
の
行
使
を
認
め
る
方
が
自
然
的
な
親
子
関
係
に
よ
り
適
合
す
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か（（（
（

。

そ
の
一
方
で
、
法
定
代
理
権
及
び
財
産
管
理
に
つ
い
て
は
、
親
権
代
行
者
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
る
も
の
と
す
る
ほ
か
な
い
。
子
と
第
三

者
と
の
間
の
対
外
的
な
財
産
取
引
関
係
に
お
い
て
は
、親
権
代
行
者
が
第
一
義
的
に
子
を
代
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
法
に
お
い
て
は
、

未
成
年
者
た
る
父
母
と
後
見
人
／
保
護
人
と
の
間
の
意
見
対
立
調
整
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
に
、
親
権
代
行
者
と
未
成
年
親
権
者
の

優
劣
関
係
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
身
上
監
護
の
範
囲
で
親
権
が
停
止
す
る
こ
と
な
く
、
未
成
年
親
権
者
も
身
上
監
護
権
を
有
効
に
行
使

で
き
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
未
成
年
親
権
者
と
親
権
代
行
者
の
間
の
内
部
的
関
係
に
お
い
て
は
、
身
上
監
護
に
関
す
る
未
成
年
者
の

意
見
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。



五
一

親
権
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る
一
考
察
（
阿
部
）

親
権
代
行
制
度
の
も
と
で
未
成
年
親
権
者
に
身
上
監
護
権
を
認
め
る
こ
と
に
は
、
単
に
未
成
年
親
権
者
の
第
一
次
的
な
養
育
権
限
を
法

的
に
保
障
す
る
だ
け
で
な
く
、未
成
年
親
権
者
と
子
と
の
間
の
養
育
関
係
が
公
的
な
援
助
対
象
と
な
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
意
義
も
あ
る
。

実
際
に
未
成
年
親
権
者
が
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
・
経
済
的
な
事
情
か
ら
こ
れ
が
困
難
で
あ
る

場
合
に
は
、
ま
ず
は
未
成
年
親
権
者
と
子
と
の
間
の
養
育
関
係
が
援
助
対
象
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。
未
成
年
親
権
者
の
民
法
上
の

養
育
関
係
を
明
確
に
し
、
未
成
年
親
権
者
に
よ
る
子
育
て
を
公
的
な
援
助
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
子
の
養
育
及
び
発
達
に
対
す
る
父
母
の

第
一
義
的
な
責
任
と
父
母
に
よ
る
子
の
養
育
責
任
の
遂
行
に
対
す
る
国
の
援
助
を
定
め
た
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
一
八
条
に
も
適
合

す
る（（（
（

。
さ
ら
に
解
釈
論
と
し
て
で
あ
れ
、
立
法
論
と
し
て
で
あ
れ
、
未
成
年
親
権
者
に
よ
る
身
上
監
護
権
の
行
使
を
認
め
る
場
合
に
は
、
未
成

年
親
権
者
に
対
し
て
子
の
縁
組
手
続
へ
の
関
与
、
特
に
縁
組
同
意
権
を
保
障
す
る
こ
と
も
検
討
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
養
子
縁
組
の
成
立

は
、
未
成
年
親
権
者
が
子
の
親
権
を
将
来
的
に
行
使
す
る
可
能
性
を
失
う
と
い
う
重
大
な
効
果
を
伴
う
（
八
一
八
条
二
項
参
照
）。
子
が
特

別
養
子
に
な
る
場
合
に
は
、
特
別
養
子
縁
組
の
意
味
を
理
解
す
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
限
り
で（（（
（

、
未
成
年
親
権
者
に
も
縁
組
に
対
す
る

同
意
権
が
認
め
ら
れ
て
お
り
（
八
一
七
条
の
六
本
文
）（

（（
（

、
縁
組
手
続
に
関
与
す
る
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
普
通
未
成
年
養

子
縁
組
に
お
い
て
は
、
養
子
と
な
る
者
が
一
五
歳
未
満
で
あ
る
場
合
に
、
子
の
法
定
代
理
人

0

0

0

0

0

が
養
子
に
代
わ
っ
て
縁
組
の
承
諾
を
す
る
こ

と
と
な
る
（
七
九
七
条
一
項
：
代
諾
縁
組
）。
養
子
と
な
る
子
の
父
母
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
未
成
年
親
権
者
が
代
諾
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
親
権
代
行
者
が
未
成
年
親
権
者
の
代
諾
権
を
代
行
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
未
成
年
親
権
者
に
も
子
に

対
す
る
身
上
監
護
に
関
す
る
権
限
を
認
め
る
場
合
に
は
、
親
権
代
行
者
の
代
諾
の
み
で
監
護
に
関
す
る
権
限
を
未
成
年
親
権
者
が
失
う
こ

と
は
極
め
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
未
成
年
親
権
者
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
審
判
を
必
要
と
す
る



五
二

縁
組
手
続
に
お
い
て
、
関
係
者
と
し
て
そ
の
意
見
を
聴
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
父
母
本
人
の
実
体
法
上

の
権
利
と
し
て
縁
組
手
続
に
関
与
す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（（（
（

。
例
え
ば
、
親
権
代
行
者
に
よ
っ
て
そ
の
親
権
を

代
行
さ
れ
る
未
成
年
親
権
者
に
は
、
七
九
七
条
二
項
の
「
養
子
と
な
る
者
の
父
母
で
そ
の
監
護
を
な
す
べ
き
者
で
あ
る
も
の
」
と
し
て
又

は
そ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
、
普
通
未
成
年
養
子
縁
組
に
対
す
る
同
意
権
を
認
め
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う（（（
（

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
代

諾
要
件
自
体
の
合
理
性
及
び
非
親
権
者
の
縁
組
手
続
へ
の
関
与
の
問
題（（（
（

に
も
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
上
述
の
問
題

の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

本
稿
で
は
、
親
権
代
行
制
度
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
親
権
代
行
制
度
の
個
別
的
な
問
題
や
身
上
監
護
権
の
具

体
的
な
内
容
な
ど
も
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
究
明
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
ほ
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、
未
成
年
親

権
者
の
行
為
能
力
を
理
由
と
し
た
親
権
か
ら
の
一
律
的
な
排
除
の
不
合
理
性
と
未
成
年
親
権
者
へ
の
身
上
監
護
権
付
与
の
一
解
釈
論
的
可

能
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
未
成
年
親
権
者
の
養
育
権
限
を
明
確
に
し
つ
つ
、
一
方
で
未
成
年
親
権
者
に
よ
る
養
育
を
公
的
な
援
助
対

象
と
し
、
他
方
で
未
成
年
親
権
者
に
対
し
て
養
子
縁
組
手
続
へ
の
関
与
の
道
を
開
く
こ
と
は
、
子
に
対
す
る
養
育
方
針
を
自
ら
決
定
す
る

選
択
権
を
未
成
年
親
権
者
の
た
め
に
確
保
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
た
上
で
、
未
成
年
者
が
婚
姻
外
で
子
を

も
う
け
る
と
い
う
現
実
を
我
々
は
正
視
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
本
稿
で
は
、
民
法
上
の
親
権
代
行
制
度
だ
け
を
検
討
対
象
と
し
、
他
の
類
似
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
。
民
法
以
外
の
法
律
上
の

親
権
代
行
制
度
と
し
て
は
、
家
事
事
件
手
続
法
に
お
け
る
親
権
者
の
職
務
執
行
停
止
及
び
職
務
代
行
者
の
選
任
（
家
事
事
件
手
続
法
一
六
六
条
、

一
七
四
条
、
一
七
五
条
）、
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
児
童
相
談
所
長
・
児
童
福
祉
施
設
長
に
よ
る
親
権
代
行
（
児
童
福
祉
法
三
三
条
の
二
第
一
項
、

三
三
条
の
八
第
二
項
、
四
七
条
一
項
、
二
項
）
な
ど
が
あ
る
。
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（
2
）
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
六
）』（
商
事
法
務
研
究
会
、 

一
九
八
四
年
）
四
七
四
〜
四
七
五
頁
。
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。

（
3
）
奥
田
義
人
『
民
法
親
族
法
論 

全
』（
有
斐
閣
、
一
八
九
八
年
）
三
七
一
頁
、
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義 

巻
之
四 

親
族
編
』（
有
斐
閣
、
一
九
一
二

年
）
三
九
〇
〜
三
九
一
頁
、
牧
野
菊
之
助
『
民
法
要
綱
（
親
族
編
相
続
編
）』（
巖
松
堂
書
店
、
一
九
二
六
年
）
七
三
三
頁
、
同
『
日
本
親
族
法
論

（
改
訂
二
二
版
）』（
巖
松
堂
書
店
、
一
九
二
七
年
）
三
九
一
〜
三
九
二
頁
、
和
田
于
一
『
親
子
法
論
』（
大
同
書
院
、
一
九
二
七
年
）
五
九
四
頁
、

外
岡
茂
十
郎
『
親
族
法
概
論
（
増
訂
五
版
）』（
敬
文
堂
、
一
九
三
六
年
）
四
七
五
頁

（
4
）
こ
こ
で
参
照
し
た
と
さ
れ
る
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
一
五
〇
三
条
一
項
、
一
五
五
四
条
二
項
、
一
六
四
九
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
草
案
一
五
二
五

条
一
項
、
一
五
八
五
条
で
あ
る
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
前
掲
書（
注
2
）
四
七
四
頁
、
奥
田
・
前
掲
書（
注
3
）
三
七
一
頁
参

照
）。
こ
の
他
に
、
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
民
法
及
び
チ
ュ
ー
リ
ヒ
民
法
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
5
）
仁
井
田
益
太
郎
『
親
族
法
相
続
法
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
二
五
年
）
二
八
七
頁
、
和
田
・
前
掲
書（
注
3
）
五
四
八
頁
、
穂
積
重
遠
『
親
族
法
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）
五
五
六
頁
、
中
島
弘
道
『
民
法
親
族
相
続
法
論
（
訂
正
第
四
版
）』（
清
水
書
店
、
一
九
三
五
年
）
九
四
一
頁
、
近
藤

英
吉
『
親
族
法
講
義
要
綱
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
八
年
）
一
八
四
頁
、
薬
師
寺
志
光
『
日
本
親
族
法
論 

下
巻
』（
南
郊
社
、
一
九
四
二
年
）
九

七
七
〜
九
七
八
頁
、
中
川
善
之
助
責
任
編
集
『
註
釈
親
族
法
（
下
）』（
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
）
二
七
頁
〔
舟
橋
諄
一
執
筆
〕、
一
〇
三
頁
〔
薬
師

寺
志
光
執
筆
〕

（
6
）
中
川
教
授
は
、
身
分
行
為
を
①
行
為
の
目
標
が
直
接
的
に
身
分
の
得
喪
変
更
に
向
け
ら
れ
る
「
身
分
へ
の
行
為
（
形
成
的
身
分
行
為
）」、
②
自

己
の
身
分
を
主
張
し
、
そ
の
身
分
に
基
づ
く
身
分
法
的
支
配
を
な
す
「
身
分
よ
り
の
行
為
（
支
配
的
身
分
行
為
）」、
③
自
己
の
た
め
に
発
生
す
べ

き
身
分
の
た
め
に
予
め
特
殊
の
取
決
め
を
な
す
「
身
分
の
た
め
の
行
為
（
付
随
的
身
分
行
為
）」
に
分
類
す
る
（
中
川
善
之
助
「
身
分
行
為
に
於
け

る
能
力
と
同
意
」『
身
分
法
の
総
則
的
課
題
─
身
分
権
及
び
身
分
行
為
─
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
）
一
一
五
〜
一
二
〇
頁
）。

（
7
）
中
川
・
前
掲
書（
注
6
）一
四
六
頁

（
8
）
中
川
・
前
掲
書（
注
6
）一
三
八
〜
一
三
九
頁

（
9
）
中
川
・
前
掲
書（
注
6
）一
三
九
頁

（
10
）
中
川
善
之
助
『
日
本
親
族
法
─
昭
和
一
七
年
─
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
二
年
）
三
五
一
〜
三
五
二
頁
、
我
妻
栄
『
親
族
法
』（
有
斐
閣
、
一

九
六
一
年
）
三
二
一
頁
、
松
坂
佐
一
『
民
法
提
要 

親
族
法
・
相
続
法
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）
一
六
三
頁
、
中
川
高
男
『
新
版 



五
四

親
族
・
相
続
法
講
義
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
五
年
）
二
五
九
頁
、
泉
久
雄
『
親
族
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
）
三
一
頁
、
清
水
節

『
判
例
先
例 

親
族
法
Ⅲ
─
親
権
─
』（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
九
頁
、
内
田
貴
『
民
法
Ⅳ 

親
族
・
相
続
（
補
訂
版
）』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
四
年
）
二
三
八
頁
、
佐
藤
隆
夫
『
親
権
の
判
例
総
合
解
説
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
五
八
頁
、
窪
田
充
見
『
家
族
法 

民
法
を
学

ぶ
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
八
頁
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
て
、
薬
師
寺
志
光
教
授
は
、
親
権
の
行
使
に
は
「
子
の
利
益
を
適
当

に
配
慮
し
得
る
だ
け
の
能
力
」
が
要
求
さ
れ
る
と
す
る
（
薬
師
寺
・
前
掲
書（
注
5
）一
〇
六
一
頁
、
同
『
親
族
法
概
論
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
五
〇
年
）
九
九
頁
）。

（
11
）
我
妻
・
前
掲
書（
注
10
）三
二
一
頁
、
三
三
四
頁
、
内
田
・
前
掲
書（
注
10
）二
三
八
頁
な
ど
。
な
お
、
当
時
の
準
禁
治
産
者
の
親
権
に
関
す
る
議

論
で
は
あ
る
が
、
身
上
監
護
と
財
産
管
理
を
区
別
し
て
制
限
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
薬
師
寺
・
前
掲
書（
注
5
）九
七
七

頁
）。

（
12
）
我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ⅰ
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
七
五
頁
、
川
島
武
宜
『
民
法
（
三
）
─
人
・
親
族
・
法
人
─
（
改
訂

増
補
）』（
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
）
一
〇
五
頁

（
13
）
和
田
・
前
掲
書（
注
3
）五
四
八
頁
、
五
九
四
頁
、
穂
積
・
前
掲
書（
注
5
）五
五
六
頁
、
中
川
善
之
助
『
親
族
法
（
新
法
律
学
全
集
一
四
巻
）』

（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
）
二
五
一
頁
、
中
川
責
任
編
集
・
前
掲
書（
注
5
）三
一
頁
〔
舟
橋
諄
一
執
筆
〕

（
14
）
川
島
・
前
掲
書（
注
12
）九
五
頁
、
近
江
幸
治
『
民
法
講
義
Ⅶ 

親
族
法
・
相
続
法
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
一
六
八
頁

（
15
）
以
下
の
整
理
は
、
中
川
責
任
編
集
・
前
掲
書（
注
5
）一
〇
二
〜
一
〇
六
頁
〔
薬
師
寺
志
光
執
筆
〕、
我
妻
・
前
掲
書（
注
10
）三
三
四
頁
、
中
川
淳

『
改
訂 

親
族
法
逐
条
解
説
』（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
四
七
一
〜
四
七
五
頁
、
於
保
不
二
雄
＝
中
川
淳
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
二
五
）
親

族
（
五
）
親
権
・
後
見
・
保
佐
及
び
補
助
・
扶
養
（
改
訂
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
一
七
三
〜
一
八
〇
頁
〔
明
山
和
夫
・
國
府
剛
執
筆
〕

に
基
づ
く
。

（
16
）
な
お
、
親
権
の
代
行
及
び
そ
の
代
行
者
は
戸
籍
の
記
載
か
ら
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
親
権
の
代
行
に
つ
い
て
特
別
な
届
出
や

戸
籍
記
載
は
必
要
な
い
と
さ
れ
る
（
青
木
義
人
＝
大
森
政
輔
『
全
訂
戸
籍
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
）
三
六
〇
頁
）。

（
17
） 

さ
ら
に
、
親
権
代
行
者
は
、
未
成
年
親
権
者
に
代
わ
っ
て
認
知
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
大
審
院
明
治
三
八
年
四
月
一
日
判
決
（
民

録
一
一
輯
四
二
九
頁
）、
大
審
院
大
正
四
年
九
月
一
八
日
判
決
（
民
録
二
一
輯
一
四
七
七
頁
）、
大
審
院
大
正
八
年
一
二
月
八
日
判
決
（
民
録
二
五

輯
二
二
一
三
頁
）、
大
審
院
大
正
一
一
年
四
月
六
日
判
決
（
大
民
集
一
巻
一
七
五
頁
））。



五
五

親
権
の
代
行
に
関
す
る
一
考
察
（
阿
部
）

（
18
）
中
川
善
之
助
『
新
訂 

親
族
法
』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
六
七
年
）
四
九
三
頁
、
五
四
五
頁

（
19
）
我
妻
・
前
掲
書（
注
12
）三
五
一
頁
、
川
井
健
『
民
法
概
論
① 

民
法
総
則
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
二
一
一
頁
、
内
田
貴
『
民
法

Ⅰ 

総
則
・
物
権
総
論
（
第
四
版
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
一
六
二
頁
、
四
宮
和
夫
＝
能
見
善
久
『
民
法
総
則
（
第
八
版
）』（
弘
文

堂
、
二
〇
一
〇
年
）
三
一
七
頁
、
我
妻
栄
＝
有
泉
亨
＝
清
水
誠
＝
田
山
輝
明
『
我
妻
・
有
泉
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
法
─
総
則
・
物
権
・
債
権
─
（
第

三
版
）』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
三
七
頁

（
20
）
一
〇
二
条
は
そ
も
そ
も
法
定
代
理
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
法
定
代
理
人
は
常
に
行
為
能
力
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
も
有
力
に
主
張

さ
れ
て
い
る
（
於
保
不
二
雄
『
民
法
総
則
講
義
』（
有
信
堂
、
一
九
五
一
年
）
二
二
一
〜
二
二
二
頁
、
鈴
木
禄
弥
『
民
法
総
則
講
義
（
二
訂
版
）』

（
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
三
九
〜
二
四
〇
頁
、
内
田
・
前
掲
書（
注
19
）一
六
二
頁
、
河
上
正
二
『
民
法
総
則
講
義
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇

七
年
）
四
四
五
頁
、
石
田
穣
『
民
法
総
則
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
七
九
一
頁
）。

な
お
、
平
成
二
七
年
二
月
一
〇
日
に
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る

要
綱
案
」
の
第
四
「
三　

代
理
人
の
行
為
能
力
（
民
法
第
一
〇
二
条
関
係
）」
で
は
、
制
限
行
為
能
力
者
が
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人

と
し
て
し
た
行
為
が
取
消
し
の
対
象
と
な
る
と
さ
れ
る
。

（
21
）
我
妻
・
前
掲
書（
注
10
）三
三
四
頁
。
薬
師
寺
教
授
は
、
親
権
者
た
る
未
成
年
者
の
親
権
的
保
護
の
任
務
が
親
権
代
行
者
に
移
行
し
、
親
権
代
行

者
自
身
の
任
務
と
し
て
親
権
に
服
す
る
子
の
保
護
を
担
当
す
る
と
解
し
て
い
る
（
薬
師
寺
志
光
「
親
権
の
代
行
」
法
学
志
林
四
三
巻
一
〇
号
（
一

九
四
一
年
）
四
頁
）。

（
22
）
石
川
利
夫
『
家
族
法
講
義
〔
上
〕（
親
族
法
）（
改
訂
五
版
）』（
評
論
社
、
一
九
八
七
年
）
二
六
五
頁

（
23
）
於
保
＝
中
川
編
・
前
掲
書（
注
15
）一
七
九
〜
一
八
〇
頁
〔
明
山
和
夫
・
國
府
剛
執
筆
〕
参
照

（
24
）
穂
積
・
前
掲
書（
注
5
）六
〇
〇
頁
（
同
書
五
五
六
頁
も
参
照
）。
同
様
の
主
張
と
し
て
、
角
田
幸
吉
『
日
本
親
子
法
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
一
年
）

四
七
〇
頁
の
注
二
が
あ
る
。

（
25
）
中
島
玉
吉
『
民
法
釈
義 

巻
之
四 

親
族
篇
』（
金
刺
芳
流
堂
、
一
九
三
七
年
）
七
〇
一
〜
七
〇
二
頁

（
26
）
薬
師
寺
・
前
掲
論
文（
注
21
）四
頁

（
27
）
中
川
・
前
掲
書（
注
18
）五
二
一
頁

（
28
）
於
保
不
二
雄
編
『
注
釈
民
法
（
二
三
）
親
族
（
四
）
親
権
・
後
見
・
扶
養
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
）
八
頁
〔
於
保
不
二
雄
執
筆
〕



五
六

（
29
）
我
妻
栄
＝
立
石
芳
枝
『
親
族
法
・
相
続
法
（
法
律
学
体
系
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
篇
四
）』（
日
本
評
論
新
社
、
一
九
五
二
年
）
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
、

二
九
〇
頁

（
30
）
我
妻
・
前
掲
書（
注
10
）三
二
一
頁
。
な
お
、
我
妻
教
授
は
、
戦
後
の
民
法
改
正
直
後
に
、「
…
…
親
権
と
い
う
個
人
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
む

し
ろ
、
婚
姻
を
問
題
と
せ
ず
に
、
す
べ
て
親
は
子
に
対
し
て
み
ず
か
ら
親
権
を
行
う
も
の
と
し
た
方
が
、
よ
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

れ
る
」
と
述
べ
て
い
た
（
我
妻
栄
『
改
正 

親
族
・
相
続
法
解
説
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
九
年
）
一
一
六
頁
）。

（
31
）
於
保
編
・
前
掲
書（
注
28
）八
頁
〔
於
保
不
二
雄
執
筆
〕

（
32
）
こ
の
他
に
、
柚
木
馨
『
親
族
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
〇
年
）
二
二
一
頁
な
ど
も
同
様
の
主
張
を
行
う
。

（
33
）
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
監
護
権
は
そ
の
性
質
上
未
成
年
の
親
権
者
自
身
に
行
わ
せ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
財
産
管
理
に
つ
い

て
は
自
己
の
財
産
の
管
理
も
で
き
な
い
の
で
問
題
が
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
法
務
省
民
事
局
「
民
法
親
族
編
の
改
正
に
つ
い
て
─
法
制
審

議
会
民
法
部
会
小
委
員
会
に
お
け
る
─
」
法
律
時
報
三
一
巻
九
号
（
一
九
五
九
年
）
八
七
頁
）。
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。

（
34
）
於
保
編
・
前
掲
書（
注
28
）一
四
九
頁
〔
明
山
和
夫
執
筆
〕、
於
保
＝
中
川
編
・
前
掲
書（
注
15
）一
八
〇
頁
〔
明
山
和
夫
・
國
府
剛
執
筆
〕

（
35
）
こ
の
他
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
七
五
一
条
一
項
一
文
に
よ
っ
て
、
父
母
が
養
子
縁
組
に
対
し
て
同
意
を
与
え
た
場
合
に
も
、
配
慮
権
は
、
そ
の
反
射
的

効
果
と
し
て
停
止
す
る
。V

gl. Staudinger/ Coester, BGB

（N
eubearbeitung 2009

）, 2009, V
orbem

. zu §§
1673

─1698b Rn.3

（
＝S. 

423.

）

（
36
）
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
法
律
上
当
然
に
配
慮
権
は
停
止
し
、
こ
れ
ら
の
事
由
の
存
否
を
裁
判
所
が
確
認
す
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
。V

gl. 
N

om
osK

om
m

/ Rakete-D
om

bek, BGB Bd. 4: Fam
ilienrecht, 3. A

ufl., 2014,§
1673 Rn. 3

（
＝S. 1865.

）

（
37
）Staudinger/ Coester, a.a.O

.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 1

（
＝S. 426.

）

（
38
）
そ
の
例
と
し
て
は
、
長
期
か
つ
継
続
的
な
在
監
（Strafhaft
）、
海
外
移
住
及
び
滞
在
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。V

gl. H
. D

ölle, Fam
ilienrecht 

Bd.Ⅱ
, 1965, S. 246.; M

. K
irsch, D

as Ruhen der elterlichen Sorge, Rpfleger 1988, S. 236.

（
39
）Staudinger/ Coester, a.a.O

.

（Fn. 35

）,§
1675 Rn. 3

（
＝S. 445.

）; M
ünchK

om
m

/ H
ennem

ann, BGB Bd. 8: Fam
ilienrechtⅡ

; SGB
Ⅷ

, 6. 
A

ufl., 2012,§
1673 Rn. 4

（
＝S.918.

）

（
40
）
行
為
無
能
力
者
あ
る
い
は
制
限
行
為
能
力
者
た
る
父
母
が
完
全
な
行
為
能
力
を
（
再
び
）
取
得
し
た
場
合
に
は
、
停
止
の
効
力
は
、
自
動
的
に

消
滅
す
る
。V

gl. H
. D

ölle, a.a.O
.

（Fn. 38

）, S. 246.; Staudinger/ Coester, a.a.O
.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 14

（
＝S. 430.

）; Rn. 23

（
＝S. 



五
七

親
権
の
代
行
に
関
す
る
一
考
察
（
阿
部
）

432f.

）

（
41
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
時
の
成
人
年
齢
は
「
二
一
歳
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
一
九
七
四
年
七
月
三
一
日
の
「
成
人
年
齢
の
新
規
整
の
た
め
の
法
律

（Gesetz zur N
euregelung des V

olljährigkeitsalters, BGBl.Ⅰ
1713

）（
一
九
七
五
年
一
月
一
日
施
行
）」
に
よ
っ
て
「
一
八
歳
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。

（
42
）
青
山
道
夫=

有
地
亨
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
二
一
）
親
族
（
一
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
三
七
七
頁
〔
中
川
高
男
執
筆
〕

（
43
）M

otive zu dem
 Entw

urfe eines Bürgerlichen Gesetzbuches für das Deutsche Reich, Bd.Ⅰ
, Einführungsgesetz und A

llgem
einer 

T
eil, 1888, S. 57ff.

＝B. M
ugdan, D

ie gesam
ten M

aterialien zum
 Bürgerlichen Gesetzbuch für das D

eutsche Reich, Bd.Ⅰ
, 

Einführungsgesetz und A
llgem

einer T
eil, 1899, S. 384f.  

以
下
、M

otive, M
ugdan 

と
し
て
引
用
。

（
44
）Staudinger/ Engelm

ann, BGB

（7./8. neubearbeitete A
ufl.

）, 1913, V
orbem

. zu§§
1676

─1683.

（
＝S. 1012.

）Vgl. M
otive, Bd. Ⅳ

, 
Fam

ilienrecht, 1888, S. 827ff.
＝M

ugdan, Bd.Ⅳ
, Fam

ilienrecht, 1899, S. 439.

（
45
）Staudinger/ H

.–G. K
nothe, BGB

（N
eubearbeitung 2012

）, 2012,§
106 Rn. 2

（
＝S. 326.

）

（
46
）Staudinger/ Peschel–Gutzeit, BGB
（N

eubearbeitung 2007

）, 2007,§
1633 Rn. 7

（
＝S. 617.

）

（
47
）
こ
こ
で
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
八
歳
未
満
の
母
の
出
産
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
二
〇
一
二
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け

る
全
出
生
数
：
六
七
三
、五
四
四
人
の
う
ち
、
一
八
歳
未
満
の
母
の
生
ん
だ
子
は
、
二
、九
二
〇
人
で
あ
っ
た
（
全
出
生
子
数
の
〇
・
四
％
に
相
当
）。

さ
ら
に
、
婚
外
出
生
総
数
：
二
三
二
、三
八
三
人
に
対
し
て
、
一
八
歳
未
満
の
母
が
婚
姻
外
で
生
ん
だ
子
は
、
二
、八
五
五
人
で
あ
っ
た
（
婚
外
出

生
子
の
一
・
二
％
に
相
当
）。
未
成
年
出
生
数
に
占
め
る
婚
外
出
生
数
の
割
合
は
、
九
七
・
八
％
に
達
す
る
。
成
人
年
齢
や
婚
姻
適
齢
（
婚
姻
能
力
）

な
ど
に
関
す
る
制
度
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
未
成
年
母
の
出
産
は
、
婚
姻
外
で
の
出
産
が
日
本
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
る
。V

gl. Statistisches Bundesam
t, Statistisches Jahrbuch: D

eutschland und Internationales 2014, 2014, S. 35.

（
48
）
一
九
九
〇
年
九
月
一
二
日
の「
世
話
法（Betreuungsgesetz, BGBl.Ⅰ

2002.

）（
一
九
九
二
年
一
月
一
日
施
行
）」に
よ
る
改
正
前
の
ド
イ
ツ
法
で
は
、

身
体
的
な
障
害
を
理
由
と
し
て
父
母
の
身
上
及
び
財
産
に
関
す
る
保
護
人
が
選
任
さ
れ
た
場
合
（
障
害
保
護
（Gebrechlichkeitspflegschaft

））

も
、
配
慮
権
の
停
止
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
一
六
七
三
条
二
項
一
文
、
旧
一
九
一
〇
条
一
項
）、
一
九
九
二
年
に
同
制
度
が
廃
止
さ
れ

て
以
降
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
三
条
二
項
一
文
の
対
象
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
一
方
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。V

gl. Staudinger/ Coester, 
a.a.O

.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 5

（
＝S. 427.

）,§
1673 Rn. 19

（
＝S.431.

）; N
om

osK
om

m
/ Rakete-D

om
bek, a.a.O

.

（Fn. 36

）,§
1673 Rn. 6 



五
八

（
＝S. 1865.

）

（
49
）Staudinger/ Coester, a.a.O

.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 5

（
＝S. 427.

）,§
1673 Rn. 20

（
＝S. 432.

）; J. Gernhuber/ D
. Coester-W

altjen, 
Fam

ilienrecht, 6., völlig neu bearbeitete A
ufl., 2010,§

64Ⅲ
Rn. 12

（
＝S. 820.

）

（
50
）
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
六
九
年
非
嫡
出
子
法
に
よ
る
改
正
ま
で
適
用
さ
れ
て
い
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
一
七
〇
七
条
に
お
い
て
、
非
嫡
出
子
の
母
の
親
権

を
否
定
す
る
一
方
で
、「
母
は
子
の
身
上
を
監
護
す
る
権
利
を
有
し
義
務
を
負
う
が
、
子
を
代
理
す
る
権
利
を
有
し
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
こ
と

も
、
実
親
に
身
上
配
慮
（
監
護
）
に
関
す
る
権
限
は
と
ど
め
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
の
法
思
想
の
現
れ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
51
）N

om
osK

om
m

/ Rakete-D
om

bek, a.a.O
.

（Fn. 36

）,§
1626 Rn. 10

（
＝S. 1724.

）

（
52
）Staudinger/ Peschel-Gutzeit, a.a.O

.

（Fn. 46

）,§
1626 Rn. 60

（
＝S. 120.

）

（
53
）Staudinger/ Peschel-Gutzeit, a.a.O

.

（Fn. 46

）,§
1626 Rn. 58

（
＝S. 116ff.

）; M
ünchK

om
m

/ H
uber, BGB Bd. 8: Fam

ilienrechtⅡ
; 

SGB
Ⅷ

, 6. A
ufl., 2012,§

1626 Rn. 33

（
＝S. 621.

） Vgl. auch, Staudinger/ Coester, a.a.O
.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 24

（
＝S. 433.

）

（
54
）R. W

iesner

（H
rsg.

）, SGBⅧ
: K

inder- und Jugendhilfe K
om

m
entar, 4. A

ufl., 2011,§
27 Rn. 3

（
＝S. 337f.

）; M
ünder/ M

eysen/ 
T

renczek

（H
rsg.

）, Frankfurter K
om

m
entar zum

 SGB
Ⅷ

: K
inder- und Jugendhilfe, 7. A

ufl., 2013,§
27 Rn. 33

─34

（
＝S. 340.

）

（
55
）M

otive, Bd.Ⅳ
, Fam

ilienrecht, 1888, S. 820f., S. 862f.

＝M
ugdan, Bd.Ⅳ

, Fam
ilienrecht, 1899, S. 435., S. 457.

（
56
）Staudinger/ Coester, a.a.O

.

（Fn.35

）,§
1673 Rn. 5

（
＝S. 427.

）,§
1673 Rn. 20

（
＝S. 432.

）; N
om

osK
om

m
/ Rakete-D

om
bek, a.a.O

. 

（Fn. 36

）,§
1673 Rn. 8

（
＝S. 1865.

）

（
57
）Staudinger/ Coester, a.a.O

.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 25

（
＝S. 433.

）

（
58
）
ド
イ
ツ
で
は
、
夫
婦
の
一
方
は
成
年
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
〇
三
条
参
照
）。

（
59
）
現
在
の
ド
イ
ツ
法
で
は
、
父
母
が
婚
姻
し
て
い
な
い
際
に
も
、
父
母
が
配
慮
を
共
同
し
て
引
き
受
け
る
つ
も
り
で
あ
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た

場
合
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
一
項
一
号
：
配
慮
表
明
）、
あ
る
い
は
、
家
庭
裁
判
所
が
婚
外
子
の
父
母
に
配
慮
権
を
共
同
し
て
移
譲
す
る
場
合
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
一
項
三
号
、
二
項
）
に
父
母
の
共
同
配
慮
を
認
め
て
い
る
。
最
新
の
ド
イ
ツ
法
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
の
新

し
い
婚
外
子
配
慮
法
─
二
〇
一
三
年
四
月
一
六
日
改
正
法
の
意
義
と
問
題
─
」
法
學
新
報
一
二
〇
巻
七
・
八
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
一
五
〜
二
四

九
頁
参
照
。

（
60
）Bam

berger/ Roth/ V
eit, K

om
m

entar zum
 BGB Bd. 3., 3. A

ufl., 2012,§
1673 Rn. 3

（
＝S. 1016.

）



五
九

親
権
の
代
行
に
関
す
る
一
考
察
（
阿
部
）

（
61
）R. O

llm
ann, D

ie Stellung von m
inderjährigem

 Elternteil und V
orm

und nach§
1673Ⅱ

BGB, ZblJugR 1981, S. 46.; Staudinger/ 
Coester, a.a.O

.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 22

（
＝S. 432.

）; Bam
berger/ Roth/ V

eit, a.a.O
.

（Fn. 60

）,§
1673 Rn. 3

（
＝S. 1016.

）Vgl. K
GJ 

38, A
34; O

LG D
resden, SeuffA

 66 N
r. 115.

（
62
）Bam

berger/ Roth/ Bettin, K
om

m
entar zum

 BGB Bd. 3., 3.A
ufl., 2012,§

1791c Rn. 2

（
＝S.1220.

）; Staudinger/ V
eit, BGB

（N
eubearbeitung 2014

）, 2014,§
1791c Rn. 12

（
＝S. 208.

）; Palandt/ Götz, BGB, 73. A
ufl., 2014,§

1791c Rn. 2

（
＝S.2144.

）Vgl.  
auch, H

. O
berloskam

p

（H
rsg.

）, V
orm

undschaft, Pflegschaft und Beistandschaft für M
inderjährige, 3. A

ufl., 2010,§
16 Rn.  

4

─5

（
＝S. 461f.
）

（
63
）R. O

llm
ann, a.a.O

.
（Fn. 61

）, S. 46.

（
64
）
さ
ら
に
、
オ
ル
マ
ン
教
授
（R. O

llm
ann

）
は
、
宗
教
教
育
法
五
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
、
一
四
歳
以
上
の
父
母
の
一
方
は
、
子
の
教
会

へ
の
入
会
あ
る
い
は
教
会
か
ら
の
脱
退
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
完
全
な
行
為
能
力
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。R. O

llm
ann, 

a.a.O
.

（Fn. 61

）, S. 47.; ders, M
einungsverschiedenheiten zw

ischen m
inderjähriger M

utter und V
orm

und, JA
m

t 2003, S. 575.

（
65
）R. O

llm
ann, a.a.O

.

（Fn.61

）, S. 47ff.; ders, a.a.O
.

（Fn. 64

）, S. 575.; Staudinger/ Coester, a.a.O
.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 27

（
＝S. 

434.

）

（
66
）R. O

llm
ann, a.a.O

.

（Fn. 61

）, S. 47ff.; ders, a.a.O
.

（Fn. 64

）, S. 573ff.; Staudinger/ Coester, a.a.O
.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 27

（
＝S. 

434.

）

（
67
）T

. Rauscher, Fam
ilienrecht, 2., neu bearbeitete und erw

eiterte A
ufl., 2008, Rn. 983

（
＝S. 856.

）

（
68
）R. O

llm
ann, a.a.O

.

（Fn. 61

）, S. 50f.; Staudinger/ Coester, a.a.O
.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 28

（
＝S. 434.

）
身
上
配
慮
と
財
産
配
慮
の
交

錯
ケ
ー
ス
の
例
と
し
て
、
オ
ル
マ
ン
教
授
は
、
未
成
年
者
た
る
父
母
の
一
方
が
扶
養
及
び
子
の
教
育
の
た
め
に
、
子
の
財
産
か
ら
そ
の
資
金
を
支

出
し
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
を
挙
げ
る
。

（
69
）M
. K

irsch, a.a.O
.

（Fn. 38

）, S. 234.; T
. Rauscher, a.a.O

.

（Fn. 67
）, Rn. 983

（
＝S. 856.

）; Staudinger/ Coester, a.a.O
.

（Fn. 35

）, 
§

1673 Rn. 26

（
＝S. 433.

）; N
om

osK
om

m
/ Rakete-D

om
bek, a.a.O

.
（Fn. 36

）,§
1673 Rn. 8

（
＝S. 1865.

）

（
70
）Staudinger/ Coester, a.a.O

.

（Fn. 35

）,§
1673 Rn. 28

（
＝S.434.

）; N
om

osK
om

m
/ Rakete-D

om
bek, a.a.O

.

（Fn. 36

）,§
1673 Rn. 9

（
＝S. 1865.

）



六
〇

（
71
）
こ
の
よ
う
に
未
成
年
者
の
能
力
制
限
を
財
産
関
係
に
限
定
す
る
主
張
に
つ
い
て
は
、
於
保
不
二
雄
「
行
為
能
力
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
未
成
年

者
を
中
心
と
し
て
─
」『
財
産
管
理
権
論
序
説
』（
有
信
堂
、
一
九
五
四
年
）
一
三
九
〜
一
四
〇
頁
も
参
照
。

（
72
）
当
時
の
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
の
親
権
に
つ
い
て
の
文
脈
で
あ
る
が
、
梅
謙
次
郎
博
士
は
、「
…
…
親
権
者
ハ
子
ニ
対
シ
テ
天
然
ノ
愛
情
ヲ
持
ッ

テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
成
ル
ベ
ク
子
ノ
利
益
ヲ
図
ル
ベ
キ
者
ハ
親
権
者
ト
シ
テ
置
ク
方
ガ
ヨ
イ
ノ
デ
ア
ル
、
殊
ニ
身
上
ノ
問
題
ニ
付
テ
ハ
サ
ウ
デ

ア
ル
、
又
親
権
者
ガ
子
ノ
監
護
、
教
育
ノ
任
ニ
膺
リ
、
己
ガ
思
フ
マ
マ
ニ
子
ノ
利
益
ヲ
図
リ
タ
イ
ト
云
フ
ノ
ハ
正
当
ノ
希
望
ニ
シ
テ
、
法
律
ハ
之

ヲ
其
権
利
ト
視
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
…
…
」
と
述
べ
る
（
梅
謙
次
郎
『
最
近
判
例
批
評
』（
法
政
大
学
、
一
九
〇
九
年
）
一
二
三
頁
）。

（
73
）
公
的
援
助
の
根
拠
の
一
つ
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
保
護
者
と
と
も
に
、
児
童
を
心
身
と
も
健
や
か
に
育
成
す
る
責
任
を
負

う
」
と
定
め
る
児
童
福
祉
法
二
条
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
許
斐
有
『
子
ど
も
の
権
利
と
児
童
福
祉
法
─
社
会
的
子
育

て
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
─
（
増
補
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
〇
一
年
）
八
〇
〜
一
〇
六
頁
参
照
）。
親
権
代
行
者
は
、
従
前
よ
り
児
童
福
祉
法
上
の

「
保
護
者
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
（
児
童
福
祉
法
規
研
究
会
編
『
最
新 

児
童
福
祉
法
・
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
・
母
子
保
健
法

の
解
説
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
九
九
年
）
五
二
頁
、
桑
原
洋
子
＝
田
村
和
之
編
『
実
務
注
釈
児
童
福
祉
法
』（
信
山
社
、
一
九
九
八
年
）
四
九
頁

〔
廣
瀬
真
理
子
執
筆
〕）、
身
上
監
護
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
未
成
年
親
権
者
も
ま
た
、「
保
護
者
」
と
し
て
養
育
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
74
）
同
条
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
里
望
『
逐
条
解
説
児
童
の
権
利
条
約
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
三
二
〜
一
三
九
頁
、
石
川
稔
＝
森
田

明
編
『
児
童
の
権
利
条
約
─
そ
の
内
容
・
課
題
と
対
応
─
』（
一
粒
社
、
一
九
九
五
年
）
二
五
七
〜
二
六
六
頁
〔
中
村
恵
執
筆
〕
参
照
。

（
75
）
細
川
清
『
改
正
養
子
法
の
解
説
─
昭
和
六
二
年
民
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
―
』（
法
曹
会
、
一
九
九
三
年
）
九
〇
～
九
一
頁

（
76
）
そ
の
一
方
で
、
親
権
代
行
者
は
、
特
別
養
子
の
成
立
に
対
す
る
同
意
権
を
有
し
な
い
（
細
川
・
前
掲
書（
注
75
）八
八
～
八
九
頁
、
山
本
正
憲
『
先

例
判
例
養
子
法
』（
日
本
加
除
出
版
、一
九
九
六
年
）
三
一
四
頁
）。
但
し
、親
権
代
行
者
は
、家
事
事
件
手
続
法
一
六
四
条
三
項
二
号
に
お
け
る
「〔
父

母
以
外
の
〕
養
子
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
親
権
を
行
う
者
」
と
し
て
、
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
審
判
を
行
う
際
に
家
庭
裁
判
所
か
ら
陳
述
を
聴
か

れ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
金
子
修
編
著
『
逐
条
解
説 

家
事
事
件
手
続
法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）
五
三
〇
～
五
三
一
頁
参
照
）。

（
77
）
昭
和
四
六
年
一
〇
月
二
〇
日
民
事
甲
第
三
三
三
三
号
民
事
局
長
回
答
（
戸
籍
先
例
全
集
一
七
二
四
ノ
三
八
）、
我
妻
・
前
掲
書（
注
10
）二
七
〇

頁
、
山
本
正
憲
『
養
子
法
の
研
究
Ⅱ
─
戸
籍
先
例
養
子
法
─
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
）
五
二
～
五
四
頁
、
山
本
・
前
掲
書（
注
76
）四
九
頁

（
78
）
吉
田
恒
雄
＝
岩
志
和
一
郎
『
親
族
法
・
相
続
法
（
第
四
版
）』（
尚
学
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
七
頁
に
お
い
て
、「
…
…
親
権
者
ま
た
は
未
成
年



六
一

親
権
の
代
行
に
関
す
る
一
考
察
（
阿
部
）

後
見
人
が
、
未
婚
未
成
年
の
女
子
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
な
く
、
生
ま
れ
た
子
の
養
子
縁
組
の
代
諾
（
七
九
七
条
）
や
身
上
監
護
ま
で
す
べ
て

代
行
で
き
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
の
は
、
私
見
と
同
様
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
79
）
昭
和
六
二
年
民
法
改
正
に
よ
る
七
九
七
条
二
項
導
入
前
の
議
論
で
は
あ
る
が
、
中
川
高
男
教
授
は
、
親
権
代
行
者
に
よ
る
代
諾
の
場
合
に
も
、

未
成
年
者
た
る
親
（
未
婚
の
母
）
の
同
意
を
「
不
可
欠
の
有
効
要
件
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
た
（
中
川
高
男
『
養
子 

⑴ 

叢
書
民

法
総
合
判
例
研
究 

○52 

Ⅰ
』（
一
粒
社
、
一
九
八
一
年
）
九
二
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
六
二
年
養
子
法
改
正
の
立
法
担
当
者
は
、
七
九
七
条
二

項
の
監
護
者
が
七
六
六
条
の「
子
の
監
護
を
す
べ
き
者
」を
意
味
し
て
お
り
、そ
こ
に
は
未
成
年
親
権
者
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る（
細

川
・
前
掲
書（
注
75
）一
七
〇
頁
）。

（
80
）
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
高
橋
朋
子
「
未
成
年
養
子
縁
組
に
お
け
る
父
母
の
関
与
」
岩
志
和
一
郎
執
筆
代
表
『
家
族

と
法
の
地
平
―
三
木
妙
子
・
磯
野
誠
一
・
石
川
稔
先
生
献
呈
論
文
集
─
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
八
八
～
二
一
六
頁
、
鈴
木
博
人
「
養
子
制

度
の
制
度
設
計
」『
親
子
福
祉
法
の
比
較
法
的
研
究
Ⅰ
─
養
子
法
の
研
究
─
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
）
三
～
三
六
頁
が
あ
る
。

（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
系
准
教
授
）




